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11iboneの肺結核患者肝機能に及ぼす影響
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Tibioneが結核症に対し戎程度の効力を有す畠ことは既に幾多の報告の示す t.ころであるO と同時

に其の副作用の多いことも亦諸家の一致 した見解 となっている｡著者等 も壁に肺結核患者200名に対す
1)

る Tibioneの臨床効果を発表したが其の副作用は63%の多きに達 したのであるO 何れの報告に於て も.

副作用中歯 も多きは胃腸障害 ごあるが 其の性質上最 も重視 されるのは血液に及ぼす影響であって 就中

Agranulocytoseは致命的なものとなる事があるとされているが童撃にして比較的少い｡ 次で重要なの

は肝肺に対する障碍であろう｡ 元来肝臓は肺綜核患者に於ては裡摸学的並に堆節約に頻 々障碍を起し

得 るものであるが更に Tibioneによっても障碍 され,或は更に埼悪するとすれば,其の臓器の貢要性

か ら言って予後に大なる影響を持つであろう事が想像に難 (.ないO
2)

文献によれば Boehm は結核愚者に Tibioneを投興し245例中10例に肝障碍乃至黄恒を認め,叉
3) 4)

Simons等 も16名中8名に肝機首旨障碍を超したと報 じているO 乗に Hecknerは結核性,非結核性患

者に Tibioneを按興し30%の肝機能障碍を認め結核性,非結核性患者間に差違 を認めなかったと報 じ

ている｡ 我国に於て も江波品 36例中14例に密度の障碍を認め,中川蒜20例中1例に於て明かな障碍 を
7) 8)

来 したと言っているO 又太平 も156名中6例の肝障得 を報 じ,更に佐藤によればウ ロビリン体の増量す9)
る者が多く,内野 も37例中17名に於て ｢ウロビl)ン｣体が陽性或は槍加したと報 じているO 同時に又

】0)
/ト数の改善例 もあることは何れ も報告にも見 られる｡ しかし堂野前は初期 には ｢ウ ロビ1)ン｣体増.加

せ るものが多いが12週以後は減少例,増加例に大差な く叉 ｢アゾルビンS｣試験Kl於て も悪化例 もある
11) 12)

が寧ろ改善別が多いと述べ,島本 も少数の悪化例 と改善例 をあげ大差ないことを報 じているo 向井 も
1-1,)

略可司様な成績をあげている｡楠によれば452例中36例に ｢ウ ロビ1)ノゲン｣の出現 を見たが大部分は

按輿を続けている中に滑央している｡

以上の臨床報告に よれば Tibioneは或程度肝磯能障碍を釆すことは確であるが摸輿を続ける中に,

或は休薬することに より大部分が 正常に復することか ら如曹碍は高度の ものでな く可逆性の もので1.F;I
あろうと憩像 されているoJその障樽は組織学的には Mertens成澱等の剖検例によれば肝の脂肪浸潤r31E:
であ りKalk,Boehm は LaparoSkopy,Bioskopyに よりこの指肪浸潤性可逆性であることを確めて

4)
vlるO 叉 Hecknerは Tibioneの肝障樽の原因は Tibioneが胃円で分離 して置離 した ヒドラヂン属

によると思ほれると述べているO

以上の如 (.Tibioneによる肝障樽が確にあ り,又た と-一時的,可逆性であって も重要な険路であ

る馬に他に及ぼす影響が 大であ り,其の予防並に治療に考憤がは らほれなければならぬのは 当然であ
17) 7R)

る｡Boehm は ｢メチオニン｣の締注により肝簿碍が正常化したことを Biopsyにより認め,Linkeは
】9)

罪篤な指肪肝に対して Cholinechlorideの按輿をすすめている｡叉 Schaichは ｢ビタミン｣,葡萄糖
t=0)

の他に副腎皮質 ｢ホルモン｣を推奨 し,我尚では山田は ｢グロクロン｣ 酸が効果 あることを報 じてい

/L､ヽ〇
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さて我々も Tibione使用患者で2名の背圧を静め更に頻}t尿中 ｢ウT,ビ1)ノゲン｣陽性になること
を報じたが肝障碍の有無を更にくわしく確めるために Tibione使用中の肺結核患者の一部の者につき

経過を迫って肝磯能を倹し,叉同時に肝障碍の予防的,治療的意味に於て ｢メチオニン｣, ｢マ1)ア ミ
ン｣,｢ゲ ドックス｣,｢ピタエックス｣の併用をも試みたのでここに其の大要を報告するo

成 績

研究の対象とせる患者は,当潮入野中の肺結核患者17名で･第 1例が約 1･5ケ月前に第二次成形術

を受けている以外は,全て数ヶ月以前 より虚脱療法を加へてあるか,或は安辞のまま経過観察中の者で

Tibione投輿後に虚脱療法,叉は他の化学療法郡を併用したものは1例 もないo

Tibione投輿量は全て1日量貴高.100mgである｡ 検杏方法は ｢-パ トサルファレン｣試験,静脈内

果糖負荷試験,血清 ｢コパル TJ反騰,尿中 ｢ウpビワノゲン｣試験の 4つを選んだ｡ 其の試験成績
及 ｢メチオニン｣ ｢マリア ミ~ン｣等の投輿方法は表の如 くである｡

Tibioneの肺簡核患者肝機能t/{及ぼす影響 ′

患 者 名 検 査 項 目 ′ 節 後●1ケ月 2ケ月 3ケ月 4ケ月 5ケ月 6ケ月 7ケ力

1.M.T.果糖負荷-パトサ,71,7-7レンコバ 7レt反鷹′ウ ロビ 1)ノノブン 260%火4 122%火4+

2.-K.S. S ~訂0%R3+ 163%.lく4+ 4%R41 ㌔ 315%R41-

3.F.H. /y 153%R3十 3ヲ/a廿 412%R5廿 364%lく5.廿十

5.H.tL /r .122%R3 2% 382%R6 ヽ

6.S.T. /y 20%lt4 ･+■1 百一1%R5+ 2ケ月日まで各円gedoX l本tEEt--.

9/H.F. a 100%R3 ｢喜ぎー~2%R4+. 2%R4+ 373%R3 4%R3 /y(top+ o 昌晶Gio:nig)

10.N_S. /y 70%R5 212%ーR5廿 廿 32..7%.･R5柵 10%R,E.廿卜 /y( ,- )



93

.i . ≡.I:･I .T,, ･ ･': -′ ●T' ' ･ - I

果糖負荷試験では過血糖面頓,｢-パ トサルファレン｣試験では30分後の値を表はし,尿中 ｢ウロビリ
ノゲン｣は尿を稀釈し陽性の稀釈倍数によ,り+～骨 とした｡

即ち果糖負荷試験で投輿前既に障碍されているもの 9例中,Tibione按輿により更に増悪せるもの6

例,他の3名は改善されているか或は殉んど変化ないが,中1名は1時的には増悪しているo又按輿前

正常の8例中7例が明かに障碍を被っている｡｢-パ トサルファレン｣試験では始めより障碍のあった
1例は改善 され,正常の16例中6例は障碍 されているO ｢コパル 日 夜歴では始めRLDの3例中2例は

正常にもどり1例は1時的に正常になったが 再び もとに復している. 始めR5の3例中2例はそのま

漢,1例は正常にもどっている｡ 始めより正常の11例中6例は R5-R6となっている｡ 尿中 ｢ウロビ

リノゲン｣反歴に於ては始め陽性の 7例中1例は更に増量し,3例は不変,2例は減少,1例は1時減

少しているO始めより陰性の10例中6例は陽性 とな り1例は1時陽性 となっている. ｢メチオニン｣,

｢マクア ミン｣,｢ヴイクエックス｣,｢ゲ ドックス｣等の併用と Tibione単独の場合 とに於ては特に
造相せる点はなV､O

総括並に考接

以上の成績を総括するに Tibione投輿により何 らかの磯能に於て障碍されるか或は障硬の程度が強

くなったものは17例中14名, しか も殆んど全部が果糖負荷試験に於て障碍を現して居 り･ その程度 ち

比較的著明なものが多いことは注目すべき事項である｡2っ-以上の機能に於て障碍されたもののみをと

っても9例の多きに達している｡ 何 らかの凄髄が改善されたと思はれるものは7例あるが,その程度

も極 (.僅かである｡何れの磯能に於ても変化の認められなかったのは第 4例のみである｡ 勿論観察期

間の長短,検案回数の多′j､もあるので観察期間3ケ月以上,T弛ione技輿後の検挙回数 2回以上の者

のみをとりあげると10例中7例に於て2つ以上の凝離が障碍され一時的には裏に 2例が障碍されたこ

とかこなるo

かやうに我 }tの症例では Tibione投輿によりかな りの壊能障碍,中就果糖負荷試験に於て之を認め

たのである｡肝臓磯能 は肺結核白身によっても屡Jk障碍されるものであ り之が Tibione按輿により障

碍されたものか否かは判定が困難であるが,我Jkの症例は Tibione投輿前に或程度の期間経過を見て

お りTibione投輿後に特にレ繰像に於て墳悪したと思はれるものはないか ら肺結核白身による影響は

あま りないと考-てよいと息ふ｡ Tibione按輿による肝磯罷障碍は既述の如 く諸家により報告されて

いるが,果糖負荷試験は殆んど行ほれていない｡ 我 々は果糖負荷試験に於て貴 もよく障碍を認め且つ
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其の程度も比較的韻いことを強調したい.

｢-パ トサルファレン｣試験でも例 6の翠度障碍を証明したが,改善例は1例のみであった｡ ｢コパ

ル り 反歴では左側移動を示したものはな !.右側移動の傾向があるO

貴近肝硬変症其他の肝障碍に対して ｢メチオニン｣製郡がかな り使用され効:泉を報告されているが,

我々はかな り長期にわた り｢メチオニン｣, ｢マ1)ア ミン｣等を使用したが肝壊能障碍を防 ぐことは出
釆なかった｡我々の使用した ｢メチオニン｣製部は全て dl- ｢メチオニン｣であり,しかも壊髄障碍

防止の目的で始めより毎日とは云へ注射では 20mg時に 100mg,内服では 1gr,｢マ1)アミン｣では

5% 20cc,1本と云ふ少量であったので目的を達しなかったのか も知れぬ｡ しかし ｢メチオニン｣内

服で確に食慾減退を防止し得たかと息はれるものを3例経験している.
LL'l)

伺 Schaich.は Tibione投輿後 2-3ケ月でおこる胃症状は肝障碍の初期であると述べているが,戟

を見る場合もあり,叉胃症状な くて次第に肝が障碍 される場合があり肝機能と胃症状との間に特別な関

係はなかった｡

結 論

我々は17例の肺結核患者VtTibioneを 1日 100mg連続投興し肝磯能検賓の結果次の如き結論を

得た｡

1)17例中14例に何 らかの壊能揮碍を認め,3ケ月以上観察,2回以上検蚕した10例中7例に於で明

に機能障碍を認めた｡

2)然して果糖負荷試験で最も崖Jk障碍が見出され,しかも其の程度の比較的著明.hlものが認められ

るO ｢-バ トサルファレン｣試験, ｢ウ ロビ リノケン｣試験でもかな りの数に於て障碍が 認められ,

｢コパル り 反臆に於てぼ右例移動の傾向が認められた｡

3)かかる機能障樽は ｢メチオニン｣, ｢マ1)アミン｣等により我々の使用した畳では防止刑釆なか
ったo
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